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けてパ レンツ ・ カラ海の海氷が減ると、 冬季
に東アジアで地表気温が下がる傾向にある
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本研究では、 Mori et al. (2014）で得られ
た知見を拡張するために、 AMIPタイプの過












(MIR OC4h· AGCM；解像度はT10 6L56）に


























った。 再解析デ ターとして、 ER A·Interi m 
を用いた。
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パ レンツ ・ カラ海の海氷変動に付随する大
気変動パター ン を同定するために、 Mori et 
al. (2014）と同様に、 冬季の地表気温偏差に
EOF解析を適用した（計算領域はO
1 80° 、 20-90° N）。 図la に、 再解析デ
ターから得られた第2 モ ドーと、 それに付
随するSLP 偏差ならびに地表風偏差の空間
パター ン を示す（ 再解析デ ターならびに全て
のモデル実験で、 第1 モ ドーとして北極振
動に付随する変動パター ン が得られるが、 図
省略）。 モ ドーの時係数（PC2 ）がパ レン
ツ ・ カラ海（ 30 90° E、 65 86° N）で
平均したSIC 偏差と高い相聞を示すことか
ら（図ld, r =-0.72 ）、 このモ ドーが海氷変
動に付随する地表気温の変動パター ン である
ことが示唆される。 以降、 このモ ドーを
Warm Ar cti c and Cold East Asi an 
(WAC E）パター ン と呼ぶ。







は、 36 年×40 メンバ ー の全てのサン プルに
対して EOF解析を適用しており、 各メンバ
ー のPC2 を樫点で、 そのアンサンブケレ平均
を赤線で示している（図le ）。 アンサン プ




る。 また、 SST を気候値に固定したSCL 実
験からも同様の結果（図lc, f）が得られる
ため、 SST 偏差がこのモ ドーに与える影響
は大きくないことが分かる。
では、 海氷の変動が与えられていない
ICL 実験、 CLM 実験ではWAC Eパター ン
はどのように表現されるのだろうか？ 両 実
験の EOFの第2 モ ドーの空間パター ン （図
2 ）は図1 のWAC Eパター ン と非常によく
似ていることが分かる。 すなわちこれらの結
果は、 WAC Eが中高緯度大気に本来備わっ









ことができる一 つ の agent であり、 WAC E





ター ン は現れるが、 パ レンツ ・ カラ海で海氷
が少ない（ 多い）冬ほど正（ 負）のWAC E










WAC Eが内部モ ドーであることから、 例
え同じ海氷偏差の下であってもrealizat ion
間でWAC Eの振幅は大きく異なるが（図
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